
ユ..一.,.モ ア とMisspelling

林 幸 子

は じ め に

Misspelling・ 誤 字 ・ あ る い は 綴 り違 い とい う言 葉 は
,過 失 や 不 注 意 か ら

働 を 間xる と い う印 象 を 与 え る.し カ・し こ こ で 取 り上 げ る の は 故 意 の

綴 り違 い で あ る 。 まず19世 紀 半 ば に 活 躍 した ア メ リカ の ユ_モ リス ト

CharlesFarrarBr・wneの 短 編"W・man'sRights"の 一 部 を 引 用 して

み よ う。

Ipitchtmytentinasmalltowninlnjiannyonedayl
ast

Beeson,&whilelwasstandinatthedoretalonmoney
,a

deppytashunofladiescameup&sedtheywosmembersof

theBunkumvilleFemaleM・rahRed・rmin&Wimin・sRit
e・s

Associashun,andthat'axedmeiftheyroodgoinwitho
ut

payin.

`{N・texactl
y,"sezl・``buty・ucanpaywith・utg。111112 ."1)

協 会の代表者 である とい う権威を振 りか ざ して,た だで見せ物小屋に入

ろ うとした女権運動家に対 し,「払わずに見 る ことはお断わ りだ が,見 ず
に払 うことは一向構 わない よ。」 と軽 く相手 をかわす見せ 物小屋 の主人の

ユーモアが,小 気味 よく描かれ ている。 しか し読者に とって最 も印象的 な

のは・何 とい って も全体 の半分近 くを占め る妙 な綴字 ではないだろ うか
。引

用文 中 よ り妙な綴字を取 咄 してみ よ う.(括 弧内は正 い 綴 字 を示す.)

Injianny(lndiana),seeson(season) ,standin(standing),
Bore(door),Lakin(taking),deppytashun{deputation}

,
sed(said),wos(were) ,reformin(reforming),wimin(women) ,
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rite(right),associashun(association),that'(they),ax(ask),

cood(could),payin(paying),sez(says},goin(going}

一 見 r作 者 の 誤 りで は な い か,勘 違 い で は な い か と思 え る 程 に お び た だ

しい 妙 な 綴 字 に 対 し て,WalterBlairは"cacography"と い う呼 び 名 を

用 い2),BromWeberは,"misspelling"と い う表 現 を 当 て て い る3)。 ま

た,badspelling,phoneticdialect,eyedialect等 の 呼 び 方 も な され て

い る 。

"dialect"で あ る とす る な ら
,方 言,俗 語 の辞 典 類 に は 取 り上 げ られ て

い る の で あ ろ うか 。 先 に 挙 げ た18語 の うち,standin等4語 は ・ 語 尾 の

[1】 音 が[司 に 変 化 した も の で,極 一般 的 な 方 言 形 体 で あ る た め ・ また

axは,一 般 辞 書 に も記 載 され て い る 音 位 転 換 の 代 表 的 な 俗 語 で あ る た め,

除 い て考 え る 。 残 り13語 に つ い て,方 言,俗 語 の 観 点 か ら・4種 の辞 典

に お け る記 載 の 有 無 に つ い て 調 べ て み た 。4種 の 辞 典 とは ・ADictionary

ofAmericanisms(M.M.Mathews,1951),AmericanDialectDic-

tionary{HaroldWentworth,1944),DictionaryofAmericanSlang

(HaroldWentworth,1967),English.DialectDictionary(Joseph

Wright,1970)で あ る 。 見 出 し語 と して 記 載 され て い る も の は 皆 無 で あ り・

さ らに0.E.D.,Webster系 の 諸 辞 典 に お い て も 同 様 な 結 果 で あ った 。

と い う こ とは,こ れ ら妙 な 綴 字 の 多 くは,方 言,俗 語 とは 別 な 領 域 の も

の で,方 言 と い う概 念 が 含 む 地 理 的,階 級 的 要 因 を 示 す もの とい うよ り・

む しろY作 者 が あ る 特 別 な 意 図 の も と で こ とば を 操 った 結 果 で あ る,と み

な す こ とが 自然 で あ ろ う。

さ らに,こ れ らの 綴 字 の 多 くは,ア メ リカに お い て19世 紀 半 ぽ 頃 か ら

頻 繁 に 用 い られ る よ うに な った もの の,19世 紀 を 代 表 す る 作 家Emerson・ ・

Poe,Hawthorne,Whitman,Melville等 の 作 品 に は ほ とん ど見 られ ず,

Browneら を 中 心 とす る ユ,.....モリス トの あ い だ で 広 く用 い られ て い た こ と

も見 逃 せ な い 。 と い う よ りも,ユ ー モ リス トの ユ ー モ ア追 究 の工 夫 の結 果

が 綴 字 の上 に 表 れ た とい った 方 が 適 当 か も しれ な い 。 綴 字 を 利 用 した ユ ー

モ ア の 出現 に つ い て,Blairは 次 の よ う),rY`.まとめ て い る 。

Thisnew,wildemphasisuponverbalcomedybrought
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intobeingsomecomicappealspreviouslylittledeveloped
.

Suchacrobaticsoflanguageareofcourse
,inasense,bur-

lesquesoflanguage;andinburlesqueparticularlythesewriters

excelled.Duringthisperiod
,dialecthumor...blossomedas

neverbefore4'.

19世 紀 ア メ リカの ユ ーモ リス トた ち は
,何 を 求 め て妙 な綴 字 を 多用 し

た のだ ろ うか 。そ れ は ユー モ ア と どの よ うな結 び つ きを 持 って い るの で あ

ろ うか ・ そ して ユ ーモ リス トた ち の頂 点 に立 つMarkTwainの 作 品 には

いか に反 映 してい るの であ ろ うか 。 ユー モ ア との結 び つ きを 中心 に
,妙 な

綴 字 の意 味 を追 究 す る こ とが本 論 の 目的 であ る。

1・ 妙な綴字の使用者た ち

19世 紀 の ア メ リカ 文 学 の 世 界 に は ,Emerson,Poe,Thoreau,

Hawthorne等 を 中心 とす る,ア メ リカ ン ・ル ネサ ンスの主 流 の もとに,

ユ ーモ ア とい う趣 きの全 く異 な
った潮 流 が 渦巻 い ていた 。 フ ロンテ ィア ラ

イ ンが カ リフ ォル ニアに まで達 し,さ らに ゴ ール ドラ ッシ ュとい う歓 喜 も

重 な って,カ リフ ォル ニアを 中 心 に,国 内 には 陽 気 な雰 囲 気 が濫 れ ていた
。

数 々の盛 衰,失 敗,失 望 は あ った ものの ,喜 劇 的 な もの,楽 しい もの へ の

関 心 が急 激 に高 ま り,新 しい 町や 金 鉱採 掘 キ ャ ンプ等 を 中心 に ,無 名 の ユ
0モ ア作 家が 次 々 と誕 生 してい

った 。彼 らは,地 方 を 巡 って ユ ーモ ラスな

講 演 活動 を盛 ん に行 い,知 的 娯楽 シ ョー と して人 気 を さ らった 。1シ_ズ

ンで100回 の講演 を こな し・5万 ドル以上 の講演 料 を得 た者 も出た とい う。

さらに各 地 で 生 まれ たpennypressと 呼 ば れ る地 方 小 新 聞 に
,ユ ーモ ア

濫 れ る記 事 や短 編 を連 載L,個 腫 か な キ ャ ラ クター姓 み 出 して い
ったP

代 表 的 な ユー モ リス トの 名 と,彼 らが 創造 した主 人公 の名前 を挙 げ てお

こ う。

[ユ ー モ リス ト][主 人 公 】

SebaSmith{1792--1568)JackDowning

AugustusBaldwinLongstreet(1790-1870)
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WilliamTappenThompson

GeorgeWashingtonHarris

JohnsonJonesHooper

HenryWheelerShaw

JamesRussellLowell

CharlesHenrySmith

DavidRossLoeke

CharlesFarrarBrowne

幸 子

{1812-1852)

(1814-1869)

(1815-1862)

(1815-1885)

{1819-1891)

(1826-1903}

(1833-1888)

(x$34-1$67)

MajorJones

SutLovingood

SimonSuggs

JoshBillings

HoseaBiglow

BillArp

PetroleumV.Nasby

ArtemusWard

彼 らの人 気 は 洋 の東 西 に渡 り,Browneは,ロ ソ ドンに まで講 演旅 行 に

出 かけ 人 気 者 とな った 。Lincoln大 統 領 に重 用 され る程 の彼 らの人 気 の高

ま りを,Weberは や や大 仰 に評 価 してい る。

Emerson,Whitman,Longfellow,Holmes,Melville,Lowell,

Whittier,Hawthorne,andotherimportantcontemporaries

ofWarnhadalreadypublishedsomeoftheirmajorwritings

by1860.Nevertheless,itwasWard,ratherthananyof

thesemen,whowasreadenthusiasticallyfromtheAtlantic

tothePacific,whoattractedlargeaudiencesinaWestern

villageoranEasterncitywhenheappearedonthelecture

platform.J)

(こ こ で い うWardと はBrowneの こ と で あ る 。)

大 人 気 を 博 した19世 紀 ユ ー モ リス トの ほ とん どが,先 に 見 た よ うな 妙

な 綴 字 を 多 用 して い る。 中 で も と りわ け 目立 っ て 用 い て い る の は,Shaw,

Locke,Browneら,19世 紀 後 半 に 活 躍 したliterarycomedian(文 学 的

コ メデ ィ ア ン)と 呼 ば れ る ユ ー モ リス トた ち で あ る 。 そ こで 三 者 の作 品 を

0つ ず つ 取 り上 げ ,そ こに 見 られ る妙 な 綴 字 の傾 向 を 確 か め て み る こ とに

す る 。Shawの 作 品 か らは"LiveYankees,"Lockeの 作 品 か らは"Letters

ofPetroleumV.Nasby,"Browneの 作 品 か ら は"Woman'sRights"を

選 ん だ 。"Woman'sRights"に つ い て は 冒頭 で 言 及 済 み で あ るの で,こ

こ で は 他 の 二 作 品 の 一 部 を 引 用 して お く。
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"LiveYankees"

LiveYankeesarechuckfullofkarakterandsissinghot

withenterprizeandcuriosty.

Inbildwefindthemazleanazahunter'sdorg ,witha

parchedcountenance,reddyforagrin,orforasorrow;ov

elaastickstep;thortful,butnotabstrakted;pashunt ,bekauze

cunnin;everwatchful;s10toanger;avoidingafight;but

rezoluteatbay.'

"LetterofPetrole
umV.Nasby"

IseeinthepaperslastnitethattheGovernmenthez

institootedadraft,andthatinafewweekssumhundreds

uvthousandsuvpeeceablecitizenswillbedraggedtothe

tentedfield.Iknownotwatuthersmaydo,butezforme
,

Icantgo.Uponarigideggsaminashunuvmyfizzieckle

man,Ifinditwoodbewusnormadnisformetoundertake

acampane,to・ ・wit:7)

内容 に つ い て簡 単 に触れ て お こ う。前 者 で は,外 国旅 行 に 出 かけ て も,

美 しい風 景 に 見 とれ る ど ころか,ピ ラ ミッ ドの値 踏 み を始 め るヤ ンキ_の

現 実 主義 が滑 稽 に 語 られ てい る。後 者 では,戦 争 に参 加 した い のは 山hだ

が ・体 調が 芳 し くない の で参 加 を断 念 す る とい うNasbyの 言 い 訳(頭 が

は げ てい てか つ らが 必 要 で あ るた めSふ け 症 であ るた め な ど)が ,面 白お

か し く描 かれ てい る。

三 編 そ れ ぞれ に テ ーマが 異 な るた め,用 語 には あ る程 度 の差 が見 られ る。

しか しsed・SUI11,woodな ど三 者 に共 通 す る綴 字 か らみ る と,彼 らは,発

音 と綴 りを一 致 させ る とい う目的 で,こ うした 綴 字 を考 案 した と判 断 で き

る。 そ こで・ 音 と綴 りの関わ りを 基準 に,三 者 の用 いた 妙 な綴 字 の代表 的

な ものを分 類 してみた(表1,表2)。(発 音表 記 には,国 際 音 声 記 号 を使

用 した 。)

各 々の文 章 の長 さは,"Woman'sRights"が600語,"Lettersof

PetroleumV・Nasby"が360語,"LiveYankees"が700語 と,非 常
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[表1] 標準発音を示す綴字

発 音 綴 字 の 変 化 例 ()内 は正 しい綴字

li:】

ea

ie→ee

beest(beast)
beleeve(believe)
leeve(leave}

peece(peace)
Beeson{season)

[e]

1}一

envy(any)
sed{said)
sez(says)
hed(head)
frend(friend)

[n] 0→U

anuther(another)
dun(done)
sum{some)
uther(other)
wun(one)

】

■
■
■
」

7

`

U

U

r
巳
匿
L
r
■
■
L

ou

u'}→ ・・

rood(could)
wood(would)
Joon(June)

[ou] 。oaｺw→ ・

bore(boat)
slo{slow)

[k] c->k

bekauze(because}
karakter(character)
kollor(collar)
kotton(cotton)

[v] f→v ov,uv{of)

【z1 S→Z

as,es(as)
dezire(desire)
hez(hay}
hiz{his)
iz(is)

[fand
sionshun
tion

impreshun{impression)
associashun(association)
deppytashun(deputation)
eggsaminashun(examination)

ghを と る

nite{night)
rite(right)
thortful(thoughtful)

その他

be4(before)
blew(blue)
dore(door}
henso4th(henceforth)
wimin(women}
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【表2】 非標 準 発音 を示 す綴字

75

語尾 の 【a:1化 shadder(shadow)
umbreller(umbrella)

[Ul]と[lu4の 交 換

dew(do)
tew(twO,tOO ,tO)
buty(beauty)
nu(new)

国 の挿入
darter(daughter)

dorg(dog)

or伍ser(o伍cer)

その他

anus(always}
critter(creature)
furrin(foreign)
natral(natural)
tothear(theothear}

に短 い もので あ る・ しか しそれ ぞ繍 よそ120語
a60語,100語 の妙 な

綴 字 を 含 ん で い る・ そ の割 合 の多 さにを唖 然 とす る ほ どであ る
.こ の うち,

辞 顯 に記 鞠 ミあ る のは・ 非 灘 発 音 の 語 の うち
,darter,natral,t。ther

な ど数 語 に す ぎない 。標 準発 音 の語 に つ い ては,沢 田敬 也 氏著 「ア メ リカ

文 学 方 言辞 典』(オ セ ア ニア 出版,1984)に ,sed,wimin,blewな どが

eyedialectで あ る とい う説 明が記 され てい る だけ で
,他 の辞 典類 に おけ

る記 載 は 皆無 であ る8)。

便 宜 上 の分 類 を試 みた が,こ れ 以上 の音 声 学 的 ア プ ローチ
,及 び方 言 と

しての分 析 に は あ ま り意 味 が な い よ うに思 える
。 な ぜ な ら,第 一 に,単 一

音 に対 して単0表 記 とい う方針 が完 全 ウこ貫 かれ てい るわ け では ないL
,第

二 に,同 一 作 者が,あ る時 には ニ ューイ ン グ ラン ド方 言 を用 い ,ま た あ る

時 に は南 部 方言 を とい う具 合 に,こ とば の地域 性 が一 貫 してい な いた め で

あ る 。

これ らの綴 字 は,あ る個 人 の発 した音 を ご く自然 に綴 字 に再 現 させ た も

の な の だ。つ ま り,方 言 であ る な しにか か わ らず
,実 際 に 聞 こえた 通 りを}

灘 的 な綴 字 撫 視 して・文 字 に投 影 し表 記 した 結 果 な の であ る
.[rait]

とい う発 音 の 語 に"gh"は 不 要 で あ り,[z]の 音 を表 記す るた め の綴 字 は
"s"で は な く"

Z"で なけれ ば な らな い とい う考}方 な のだ
。本 論 では,こ

れ ら妙 な綴 字 に対 し,音 を意 識 した た め に 故意 に 作 られ た誤 字 であ る とい

う点 か ら・phoneticmisspellingと い う呼称 を用 いた い と思 う
。
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2.phoneticmisspellingの 意 味

ph。neticmisspellingの 使 用 者 が ユー モ リス トで あ る こ とを 考 え る と・

この誤 字 に は思 い の他 多 くの威 力 が備 わ ってい る よ うに 思 え る。

第一 に,そ れ は視 覚 的 ユ ーモ アを生 み 出 して い る。初 め てユ ーモ リス ト

た ち の作 品 を 目に した 時,読 者 は 目に 写 る綴 りそ の もの(appearance)に,

単 纏 面 白い,奇 妙 だ,と い う強舜11な印 象 綬 け る・特 にBr・wneカ ミ用

いた"be4""henso4th'・(他there4も よ く用 い られ てい る)と い うi数字 を

含 ん だ綴 字 は,Blairの 表 現 を働 るな らば ・ ま さに 「こ とぽ の ア ク ロバ

ッ ト」 で あ り,実 験 的 な シ ョ・一で もあ るか の よ うに 当時 の読者 の 目を 引 き

つ け た はず であ る。 そ して現在 で もそ の効 果 は失 せ てい ない 。 元 来ver-

nacularを 売物 と してい た19世 紀 の ユ ーモ リス トた ち に とって・ また そ

れ を求 め ていた 読 者)`Yと っ て,目 に直 接 訴}る ユ ーモ アは不 可 欠 な もので

あ った に ちが い な い。

た だ し,19世 紀 ユ ーモ リス トた ちの作 品 は ・ 目に 焼 きつ い た だけ で な

く,実 際 の発音 を 想 起 させ る綴 字 の 力 で恥 も強 い響 きを 残 した ・彼 らの

活 動 の中心 は 講演 で あ り,そ こで のqの 面 白 さ謎 力が 人 気 の源 で あ っ

た.そ の謝 嘲 を そ の ま 蚊 字 化 した(し よ う とした)結 果 生 まれた 作

品 の中に も澄 場 人物 の生 の声 が あ り講 演 者 と聴 衆 の あい だ の一 体 感,

呼 吸 一 ズ ムが生 まれた ので あ る.あ る意 味 で1ま,こ こまで雛 した 音 の

文字 化,語 りの紙 上再 現 は,ユ ー モ リス トた ちに とっては リア リズ ム追究

の一つ の ア プ ローチ で あ った のか も しれ ない 。

実 際 に 読 者 の 目 と耳 へ の ア ピー ルは 夢卜常 に 効 果的 だ った よ うで・Josh

Billingsの 短 編 ・・Essayonthemule"は ・ 正 しい綴 字 で発 表 した 時 に は

大 失 敗に 終 った が,ph・neticmisspelling用 い て"Essa・ntheMue1"

と題 して 出版 し直 した ところは た た 燗 に店 頭 か ら姿を 消 した とい う9)・

さ らに,phoneticmisspellingの 多 用 は,そ の使 用 者(発 話 者)が,非

標 準 であ る こ と,ま た は無 教養 で あ る こ とを 自ず か らほ のめか す こ とに な

った 。結 果,作 者 は 自分 の身 に つ け る マ ス クと して の,あ るい は 自己 の分

身 としての主 人 公 ・・foolcharacter"の 創 造 に成 功 した 。主 人 公た ちは ・

本 か らの学 問 とは 無縁 の無教 養 な 人 間 で,笑 わ れ る存在 では あ るが ・形 式
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的 な も の,権 威 を 押 しつ け る もの に は 立 ち 向 う大 衆 の 一 員 と して
,読 者 に

身 近 な 人 物 と写 っ た 。 そ れ がBrowneの 生 ん だ 主 人 公ArtemusWard

で あ りrLockeのPetroleumVesuviasNasbyで あ り
,ShawのJosh

Billingsな の で あ る 。 そ して つ い に は
,作 者 自身 が 自 分 の 創 っ た"fool

character"と 同0視 され る に 至 る
。Browneら1iterarycomedian以 前

の ユ ー モ リス トた ち も各 々独 得 な 主 人 公 を 生 み 出 して は い る が
,phOnetic

mlsspellingや 方 言 の使 用 が 不 徹 底 で あ っ た た め
,・ ・foolcharacter"と し

て の 性 格 づ け や 笑 い の 質 が 不 十 分 で ,そ れ だ け 人 気 も劣 った よ うで あ る 。

Butthese(earlierdialectwriters}hadbeensurroundedby

othercharacterswhospokeEnglishwithfacilityandby

authorialstatementsalsoinstandardEnglish
,literarytech-

piqueswhichmadereadersunderstandthattheauthorwas

sociallyandotherwisesuperiortodialectspeakers
.Thus,

unliketheCivilWarmisspellers
,theseearlierdialectwriters

escapedthecontempt
,…10)

Browneら1iterarycomedianは ,徹 底 してphoneticmisspellingを

用 い る こ とで・笑 われ;あ ざけ られ る主 人 公た ち と完全 に 一体 化 し
,Shaw

は髪 を ふ り乱 すJoshBillingsと して,Lockeは 揺 りいす に ゆ られ なが ら

悪態 を つ くPetr・1eumNasbyと して,Br・wneは ,腹 咄 た は げ頭 の見

せ 物小 屋 の主 人ArtemusWardと して,読 者 に受 け 入れ られ てい った 。

作者 自身 も,演 壇 に立 つ時 には,自 分 が生 み 出 した 主 人 公に な りき って
,

いわ ば そ の マ ス クを つ け て,腕 を 振 り上 げr髪 を ふ り乱 し,今 でい うパ フ

ォーーマンスを 演 じた ので あ る。

しか し実際 の作 者た ちは,け っ して無 教 養 な人 物 で あ った わ け では な い
。

Browneは 判事 の息 子 と して生 まれ ,Lockeは 市 会議 員 を つ とめ,Shaw

は議 員 の 父を持 ち 大学 教 育 まで 受 けた 。 何 よ りも ジ ャーナ リス トと して働

く うちに,標 準英 語 や 書 き こ とばに親 しんで いた はず で あ る
。 どち らか と

い うと教 養人 の部類 に 属 す る彼 らは,無 教 養 な人 物 に な りす ますた め の工

夫 と して,phoneticmisspellingを 多用 した の で あ る。 作者 と登場 人 物 と

を 同一 視す る錯 覚,な い しは 作者 のパ ー ソナ リテ ィーの 二 面 性 こそ が
,彼
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らの娯 楽的 ユ ーモ アの 根源 とな っていた ので あ る。

無 教 養 ぶ りを 強調 され て い る"foolcharacter"は ・別 の面 で もユ ーモ

アに彩 を添 え てい る。 先 の 引用 例 か ら もわ か る よ うに,19世 紀 ユーモ リ

ス トた ち の 特徴 の一 つ は,形 式,権 威 を 嫌 い,現 実 的 な思考 や生 活 の知恵

を重 ん じた こ とで あ る。彼 らの筆 の調子 は,形 式 主義 に 向 った 時 ・ 強 い風

刺 の色合 い を 帯 び る。読 者 の方 も,威 張 った女 権 運動 家 の鼻 柱 がへ し折 ら

れ た り,強 引に兵 士 を募 ろ うとす る権 力者 がか らかわ れた り,古 い伝 統 を

重 ん じる ヨー ロ ッパ 人が 現 実的 な ア メ リカ人に や り込 め られ た りす る姿 を

見 て,快 感 を 覚}た 。 しか もそ の風 刺や 皮 肉が,読 者 に とって身 近 な存 在

で あ る"foolcharacter"の 口か ら発 せ られた 時 に は ・快 感 は ひ と しおで

あ った は ずで あ る。 ユ ー モ リス トの一 人 で あ るCharlesHenrySmithは ・

misspellingは ユ ーモ アの スパ イ スで あ る と述 べ てい るが11),ま さに ユ ー

モ アを 強 め,味 わ い を 深 め るた め の 有 効 な 工 夫 と してphonetlcmls-

spellingの 果 た した 役 割 は大 きい 。

権 力に 対 す る風 刺 とい う観 点 か ら眺 め る と,権 力者 側 の人物 の言 葉 まで

が誤 字 で表 記 され てい る こ とも意 義 深 い 。Browneの 描 く世界 で は,王 も

女 王 も大統 領 も,そ して"foolcharacter"も,語 りは皆 同様 な誤 字 で表 わ

され てお り,結 果 と して権 力者 の権 威 が 引 きず り下 され てい る ことにな る 。

王 子 ナ ポ レオ ソ もそ の犠 牲 者 の一 人 で あ る。"InterviewwithNapoleon"

と題 された 短 編 の一 部 で あ る。

"SinceyouairsosolicitousaboutFranceandtheEmperor,

maylaskyouhowyourowncountryisgettingalong?"sed

Jerome,inapleasantvoce.

"lt'smixed
,"Ised."ButIthinkweshallcumoutall

right."

"Columbus
,whenhediskiveredthismagnificentcontinent,

couldhavhadnoideeofthegrandeuritwouldoneday

assoom,"sedthePrints.'-2'

(ア ソ ダ ー ラ イ ソ は 筆 者 に よ る)

あ くまで も,発 音 を 文字 の 外 見 に 写 し とろ うとす るphoneticmis一
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spellingの 試 み は ・ 単 な る ふ ざけ
,遊 び の 領 域 を 越 え て,ユ ー一モ ア の本 質

に ま で 介 入 す る 力 を 秘 め て い た の で あ る 。

3・MarkTwainとphoneticmisspelling

本 名 をSamuelLanghorneClemensと い うMarkTwainは ,1835

年 ミズ ー リ州の 寒村 フ ロ リダで 生 まれ た 。12才 で学 校 教 育 を離 れ て以来 ,
"JumpingFro9"(1865)の 短 編 で世 に 知 られ る よ う

に な る ま で,植 字 工,

新 聞 の通 信員,水 先 案内 人,雑 誌 記者 とい う具 合 に,様 々な生 活体 験 を した 。

兄 と共 に 大陸 横 断 を し,金 鉱 捜 しを した こ と もあ る。 ジ ャーナ リズ ムの世

界 に入 ってか らは ・講 演 活 動 も積 極 的 に行 い,BrOwneやLockeの 後輩

で もあ った 。 出世 作 の"JumpingFro9"が,Browneの 手 を 経 て 出版 され

た とい う経 緯 も考 え合 わせ る と,文 学 の 流れ の 中 で,TwainをBrowne

らliterarycomedianの 後 を継 ぐ者 と して位 置 づ け る こ とが 妥 当だ ろ う。

綴 字 の面 に おい て も・TwainがBrowneら のphoneticmisspellingを

踏襲 していた こ とがわ か る文章 が あ る。MarkTwainと い うペ ンネ_ム

が 定 まる前ThomasJeffersonSoleと い う署 名 で新聞 に載 せた 大 変面 白

い手 紙文 で あ る。

LEARNINGGRAMMAR

Mr.Editor.‐Ihavebeensendin'mydaterNancytoa

schoolmasterinthisnaborhood.LastFridayIwentoverto

theschooljusttoseehowNancywasgettin'along ,andsees

thingsIdidn'tlifebynomeans,Theschoolmasterwaslarnin'

herthingsentirelyoutofthelineofeddycationandasIthink

improper,isetawhileintheschoolhouseandheeredone

classsaytheirlesson.Theywasaspellen
,andIthotspelled

quiteexceedingly.ThencumNancy'sturntosayherlesson-一 一

Shesaiditveryspry.iwasshotranddeterminedshe

shouldleavethatschool.Ihaveheeredthatgrammerwas

anuncommonfinestuddy,butIdon'twantanymoregram ・
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meraboutmyhouse.ThelessonthatNancysedwasnothin'

butfoolishestkinduvtalk,theridiclessluytalkyoueverseed.

Shegotupandthefirstwordshesedwas

Ilove

Ilookedriteatherhardfordoingsoimproperbutshe

wentriteonandsed,

Thoulovest,

Heloves,

andIreckonyouneverheardsuchariggamyroleinyour

life‐love,love,love,andnothingbutlove.Shesaidone

time;

Ididlove

SezI,"Whodidyoulove?Thenthescolarsla貿ed,but

lwosn'ttobeputoff,andIsed,"whodidyoulove,Nancy?

Iwanttoknow--whodidyoulove?Theschoolmaster,Mr.

McQuillister,putinandsaidhewouldexplanewhenNancy

finishedthelesson.ThissorterpacyfiedmeandNancywent

onwithawfullovetalk.Itgotwusandwuseveryword.

Imightcouldorwouldlove

Istoppedheragainandlreckonlwouldseeaboutthat,

andtoldhertowalkoutofthathouse.Theschoolmaster

triedtointerfere,butTwouldn'tlethimsayaword.He

sedIwasafoolandInockthimdownandmakehimKollar

inshortorder.13'

1856年1月 に,イ リノ イ 州 の地 方 紙ExpressJournalofthePeople

に 載 せ られ た も の で,デ ビ ュー 作"TheDandyFrighteningtheSquatte「"

(1852)発 表 後4年 目 の,Twainと して は 最 も初 期 の 作 品 に 属 す る も の で

あ る 。

引 用 は 全 文 の3分 の2程 で あ る が,一 見 して わ か る よ うに ・date「

(daughter),naborhood(neighborhood),eddycation(education},spellen

(spelling),thot(thought),cum(come),を 始 め と して 多数 のphonetic
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misspellingが 全 編 に散 らば って い る。sed(said) ,uv(of)な どBrowne

らの使 用 した 綴 字 と同 じもの もか な りあ る。

さ らに 内容 を考 え てゆ くと,こ の小 品 は,Browneら の踏襲 とい うよ り

も,19世 紀 後半 に見 られ たphoneticmisspellingを 利 用 した ユ_モ アの

典 型 と も呼べ るで あ ろ う。娘 の勉 強 ぶ りを 見学 に 出か けた 語 り手Soleは ,
"110ve

・Heloves,"と いわ ゆ る動 詞 の格 変 化 ばか りを単 調 に繰 り返 す 文

法 の授 業 に疑 闇を 持 つ。 そ して 「0体 何 を愛 してい る の か 。」 と娘 を 問 い

つめ,動 詞 を実 際 に使 用 す る際 に対 象物 が い か に大 切 で あ るか を教 師 に食

ってか か る。 形式 づ くめ で,現 実性 に乏 しい文 法 の勉 強 と,誤 字 だ らけ で,
一 見 無教 養 な語 り手Soleと の対 比 が 実 に面 白い

。 また 文法 とい うこ とば

の形 式 と最 も深 く関 わ った テ ー マを,phoneticmisspellingと い う形 式 を

無 視 した 文 体 で風 刺 して い るた め,文 法 に代表 され る形式 主 義 ,権 威 主 義,

非現 実 性 に対 す る風刺 の色 合 い は一一層鋭 く,ま た ユ ー モ ラスに な ってい る。

そ の上,作 者Twain・(Clemens)と は異 った人 物 であ る 語 り手Soleの s

非 常 に くだけ た リズ ムのあ る語 り口調が 生 き生 き と伝 わ り,現 実 的 で は あ

るが やや 気 の荒 い語 り手 の性 格 づ け も見事 に成 され てい る。

Twain自 身 は・ 学 校 教 育 は あ ま り受 け てい ない に して もa様 々 な 生 活

体 験 を通 して,当 然 なが ら標準 英 語,書 き こ とぽ に対 す る認 識 は深 か った

はず で あ る。 そ の 良 い例 と して,イ ギ リスで の イ ンタ ビ ュー の席 上 で ,あ

ま りきれ い な英 語 を話 す の でイ ンタ ビュア ーが 驚 いた とい うエ ピ ソー ドが

残 ってい るほ どで あ る14)。 そ うしてみ る と,こ の小 品 に見 られ るTwain

の文 体・phoneticmisspellingの 多用 は,彼 が さ ぐ り当 てた ユ ー モアを 伝

える ため の媒 介 だ った とい え よ う。

Twainに まで影 響 を 及 ぼ したphoneticmisspellingを 用 いた 文 体 の隆

盛 は,一 種 の社会 現 象 と して思わ ぬ 方 向 に 発 展 した 。1903年 ,Bander

Matthewsの 提 唱,AndrewCarnegieの 支 金援 助 の も とで
,National

SimplifiedSpellingBoardと い う委 員会 が 出来 た ので あ る
。冗 談 好 きの

ア メ リカ人 の こ とで あ るか ら,当 時 注 目を 浴 び て いた文 体 に着 目 して茶 化

した もの,ふ ざけ,と しての要 素 も皆 無 では ない だ ろ う。 しか し,発 音 さ

れ な い語尾 の"e"を とるr(love→lov),発 音 さ れ な い"u"を 落 と す

(honour→honor),lf1音 を表 わ す綴 り"ph"は ・・f"に 変 え る,な ど 理

論 的 に も妥 当 な綴 字 の簡 素 化 を 目指 していた もの で あ った 。Twainは ,
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WilliamJames,DavidStarJordanら と共 に 委 員 会 の メ ソバ ーに 選 ぼ

れ,簡 素 化 され た 綴 字,及 びphoneticmisspellingを 擁 護 す る よ うな ス

ピー チ を 行 っ て い る 。

Iimploreyoutospelltheminoursimplifiedforms,Dothis

daily,constantly,persistenly,forthreemonths‐onlythree

months-itisallIask.TheinfallibleresultP-vlctory,victory

alldowntheline.Forbythattimealleyeshereandabove

andbelowwillhavebecomeadjustedtothechangeandin

lovewithit,andthepresentclumsyandraggedformswill

begrotesquetotheeyeandrevoltingtothesoul,Andwe

shallberidofphthisisandphthisicandpneumoniaand

pneumaticsanddiphtheriaandpterodactyl,andallthose

otherinsanewords....15)

ス ピ_チ の 中 で,Twainは,簡 素 化 され た 綴 字 の 重 要 性 を 感 じた のは ・

"Considerationsconcerningtheallegedsubterraneanholophotalex-

temporaneousnessoftheconchyliaceoussuperimbricationofthe

Ornithorhyncus,asforeshadowedbytheunintelligibilityofits

plesiosauriananisodactylousaspects"と い う驚 くほ ど長 い タ イ トル の

文 章 依 頼 が 来 た 時 だ とい う。 当 時}1語7セ ソ トの契 約 で文 を 書 い て い た

Twainに と っ て,文 字 数 の 多 い 語 は 出 来 る だ け 避 け た か っ た し・ 同 じ長

さ の文 章 を 書 くの な らば,少 しで も語 数 を ふ や して 多 くの 収 入 を 得 る こ と

が 重 要 で あ った 。 運 動 へ の 賛 同 は,こ う した 現 実 的 な 問 題 が 切 っ掛 け だ っ

た とい うの で あ る 。 この 長 い タ イ トル は,も ち ろ ん 実 際 の もの で は な く,

接 頭 語,接 尾 語 を 駆 使 し,文 字 数 の 多 い 単 語 の 見 本 と して,か な りオ ー バ

_に 作 られ た も の で あ る 。 また,ス ピ ー チ 自体 に も,Twain特 有 の ほ ら

話(talltale)的 要 素 や 茶 化 しが 含 まれ て い る こ と も否 め な い 。

しか しTwainの 綴 字 簡 素 化 に 対 す る態 度 は あ くま で も 明確 で,簡 素 化

され た 綴 字 を 用 い た 手 紙 の 一 例 を 提 示 して,そ れ に よ っ て も 感 情(emo・

tion)や 事 実(fact)は 十 分 に 伝 わ る もの だ と強 調 して い る 。 「古 い 伝 統 を

守 っ て 従 来 の綴 字 に 固 執 す る こ とは,家 の 中 に 癌 を 巣 食 わ せ て い る よ うな
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も の だ 。 癌 は 取 り除 か な け れ ば な ら な い 。」18)とい う こ とば に は
,古 い も の

に こだ わ り,新 風 を 受 け 入 れ よ う と しな い 社 会
,特 に 出版 界 へ の 痛 烈 な風

刺 も込 め られ て い る ・ さ らに 語 彙 の 選 択 に も触 れ て
,"metropolis"の 代

わ りに は"city�を,"policeman"の 代 わ りに は"coP"を と
,合 理 的 な

こ と ば の 使 用 を 支 持 して い る
。17)

SimplifiedSpellingの 運 動 の主 旨は
,phoneticspellingの そ れ と全 く

同___,の も の で は な い 。 しか し,形 式 や 権 威 に 対 抗 し
,現 実 的 な もの を 追 い

求 め る とい う精 神 的 土 台 は 共 通 の もの で あ った 。 そ の 土 台 の 上 に,語 りを

生 か す た め の 方 言 や 誤 字 の 利 用,語 彙 の選 択h
,こ とば の 持 つ 様 々 な 要

素 が 積 み 重 な り・Twainの 関 心 は ,語 りの こ とば,語 りか ら生 まれ る ユ

ー モ ア へ と集 約 され て い
った の で あ る 。

4・ 語 りの ユー モ ア と書 きこ とば

語 りと ユ ー一モ ア の 関 わ りを 考 え る時 f最 初 に 思 い 出 され る の は,humor.

oussto「y・comicstory
・wittystoryの 違 い に つ い てTwainが 書 い た

"HowToTellaSt
ory(1897)"と い う短 編 の 一 節 で あ る

。

Thereareseveralkindsofstories
,butonlyonedi伍cult

kind--thehumorous .Iwilltalkmainlyaboutthatone ,The

humorousstoryisAmerican
,thecomicstoryisEnglish,the

wittystoryisFrench.Thehumorousstorydependsforits

e貿ectup・nthe伽 纏 召ア ・fthetelling;thec・micst。ryand

thewittystoryuponthematter .ユ8)

comlcsto「y・wlttystoryは と もか く
,humorousstoryは,話 の 中

身 で は な く話 し方(語 り方)が 重 要 だ と い う主 旨 の文 章 で あ る
。 さ らに,

comlcsto「yを 話 す 時 に は ・ これ か ら面 白 い(funny)話 を す る と予 告 し

て よい が ・humorousstoryを 話 す 時 に は
,あ く ま で も ま じめ くさ っ て,

話 の 中 に は 面 白 い こ と な ど何 も な い と い った 表 情 で な け れ ば な ら な い と し

て い る 。 い わ ゆ る ポ ー カ ー ・フ ェ ー ス の必 要 性 を 説 い て い る の だ
。 同 様 な

発 言 が,オ ー ス トラ リア で の イ ン タ ビ ュー 記 事 の 中 に も見 られ る
。
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Iadmititisalwaysdimcultt・rec・ncileanydefiniti・n・fthe

twokindredqualities;butbygeneral,iftacit,consentWit

seemstobecountedaverypoorrelationtoHumour.Isup-

P。sethatP・pewas・ne・fthewittiestwriterswhoeve「put

pentopaper;andyetmostofusagreethathewas`artifi-

cial.'Now,humourisneverartificial.1°'

人 工 的で は な く,あ くまで も自然 で,何 の意 図 もな いか の よ うに 思 え る

語 り方 そ の語 りか ら生 まれ る ユ ーモ ア こそ が ・Twainが 最 良 と考 え

る,ア メ リカ独 得 のユ ー モ アな ので あ る。

で は,語 りの 中 で生 まれ る ユ ーモ アは,書 き こ とば の中に どの よ うに生

か され てい った の で あ ろ うか 。Twainは,様 々な機 会 に・語 りの こ とば と

書 き こ とば のつ なが りに つ い て言及 してい る。 代 表 的 な例 が,"Fenimo「e

Cooper,sLiteraryOffenses"に 見 られ る。Twainは 書 き こ とば の条件

と して(1)会 話 は実 際 に話 された 通 りに再 現 され なけれ ば な らない 。(2)

表 現 した い こ とに 近 い こ とぽ(cousinword)で は な く・ ぴ った りと し

た こ とぽ(rightword)を 使 用 しなけ れ ぽ な らな い。 な どを 挙 げた 上 で・

Cooperの 文章 の 欠点 を手 厳 し く指 摘 して い る。

Cooper'sword-sensewassingularlydull.Whenaperson

hasapoorearformusichewillflatandsharprightalong

withoutknowingit.Hekeepsnearthetune,butitisnot

thetune.Whenapersonhasapoorearforwords,the

resultisalitereryflattingandsharping;youperceivewhat

heisintendingtosay,butyoualsoperceivethathedoesn't

sayit.ThisisCooper,Hewasnotaword-musician.20'

Twainに とっ て,こ とぽ とは音 楽,音,す なわ ち語 りの こ とば を 意味

す る もので あ った 。 適 格 な音 を捉 え られ ない 者か らは・ 適 格 な こ とぽは 生

まれ ない 。 ど こかず れ て しま う。つ ま り,こ とば の持 つ音 の効 果 を つ かむ

こ とが 書 き こ とば の 第一歩 だ とい うので あ る 。歌 うが 如 く,語 るが如 く書

くこ と,そ れ がTwainの 究 極 の 目的 で あ った のだ ・ そ のた め・ 語 りを 再
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現 す る こ とば の選 択 は厳 格 で なけれ ば な らな い。 そ して,こ れ ぞ適 語 で あ

る とい うこ とば を 活字 の 中に取 り入れ た ときは じめ て,語 りの こ とば の持

つ生 き生 き と した 表 情 が生 まれ,奥 深 い 意味 を伝 え る こ とが で きる の であ

る。 ことば の表 情 や リ ズ ム や 活 力 が,Twainが い う と こ ろ の"word

music"で あ り,語 りの音 な ので あ る。 「rightwordは r文 を創 る者 に と

って の・ また 読 む者 に とって の道 案 内」 な の で あ る。 この"rightword"

に 出会 った 時,人 は心 の中 で歓喜 す る だけ で な く,身 震 い さ え 感 じる の

だ。21)

語 りの ユ ーモ ア・語 りの文 学 とい う点 か らみ る と,"JumpingFro9"の

話 は,や は りTwainの 代 表 作 と言 え る のか も しれ な い 。

作 者 とおぼ しき 「私」 がLeonidasW.Smileyな る人 物 を捜 しに鉱 山

へ 出か け ・居 酒 屋 でSimonWheelerと い う老 人 に声 を か けた た め に
,老

人 のむ だ話 に 耳 を傾 け る羽 目に な る とい う設 定 の話 だ 。飛 び比 べ をす る蛙

の話 は,ア メ リカ人に とっては 目新 しい もの では な く,西 部 を 中心 に 広 ま

っていた ほ ら話 の一 つ で あ る。 しか し,そ こに登 場 した 語 り手 と して の

Wheeler老 人 はsTwainが 理 想 とす る ユー モ アの語 り手 を具 現 化 した よ

うな人 物 で,目 的 の尋 ね人 とは全 く関 係 のな い賭 事 の話 を,ポ ー カ_.フ

ェー スで淡 々 と語 り続 け る 。読 者 は いつ しか 彼 の 自然 な語 りの テ クニ ック

に 引 き込 まれ ・最 後 に,何 の情 報 も得 られ ず 肩 すか しを くった よ うな 「私」

の姿 に大 笑 い せ ざ るを得 な い。

"Rev
.LeonidasW.H'm,ReverendLe--we11

,therewas

afellerhereoncebythenameofノ 吻Smiley ,inthewinter

of,49-ormaybeitwasthespringof'50-Idon'trecollect

exactly,somehow,thoughwhatmakesmethinkitwasone

ortheotherisbecauseIrememberthebigflumewarn't

finishedwhenhefirstcometothecamp;butanyway
,he

wasthecuriousestmanaboutalwaysbettingonanythingthat

turnedupyoueversee,ifhecouldgetanybodytobeton

theotherside;andifhecouldn'the'dchangesides 。22)

何 もか も心 得 てい なが ら,何 も知 らぬ ふ りを してrい か に も思 い 出 しなが
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ら話 しを し て い る とい う風 をi装 ったWheeler老 人 の 語 り 口調 が 自然 に 伝

わ り,数 は 少 な い も の の,feller(fellow),reg'lar(regular)等 のphoPρtlc

misspellingが,語 りの リズ ムを 生 み 出 す 役 目を 担 っ て い る 。

phoneticmisspellingはTwainが め ざ したrightwordの 一 つ の 形 で

あ り,そ のrightwordを 礎 に した 語 りの文 学 は ・ 特 に 彼 の 短 編 の 中 で ・

脈 々 と息 づ い て い た の で あ る 。

お わ り に

19世 紀 も終わ りに 近 づ くと,LockeやBrowneの 姿 は演 壇 か ら消 え,

彼 らの主 人公 た ちを特 徴 づ けた 妙 な綴 字 も,次 第に 読 者 の記 憶 の 中で薄 ら

い でい った 。綴 字 の簡 素 化を 提 唱 した 委 員会 も,こ れ とい った 成果 を 見 な

い ま ま1915年 に は解 散 す る運 命 をた どる。そ う した 時 代 の変 化 の 中 で・

Twain自 身 もBrowneら19世 紀 の ユ ーモ リス トた ち の殻 を打 ち破 る こ

とに な る。 かつ ては,自 信 作 の批評 を依 頼 す る程 信 頼 して いたBrowneを ・

"merehumorist"と して批 判 す る立 場 に な った の で ある 。

1丘ndNasby,ArtemusWard,YawcobStrauss…Josh

fillingsandascoreofothers,maybetwoscore,whose

writingsandsayingswereonceineverybody'smouthbut

arenowheardofnomoreandarenolongermentioned....

Whyhavetheyperished?Becausetheyweremerely

humorists.Humoristsofthe"mere"sortcannotsurvlve.

Humorisonlyafragrance,adecoration.Oftenitismerely

anoddtrickofspeechandofspelling,asinthecaseofWard

andBillingsandNasbyandthe"DisbandedVolunteer,"and

presentlythefashionpassesandthefamealongwithit.23)

彼 らは 最 早 過 去 の 人 物 で あ り,misspellingもt単 な る しか け(trick)

の 一 つ と して の 意 味 を 持 つ に 過 ぎな くな った 。 そ してTwainは ・ 彼 らを

越 え て新 しい 語 り と語 りの ユ ー モ アを 模 索 し続 け た の で あ る 。 しか し新 し

い 語 りは,ヨ ー ロ ッパ 旅 行 体 験 談 で あ るTheInnocentsAbroad(1869)
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に お い て も,ま た,主 人 公 の世 界 を 外側 か ら眺 め て語 ったTheAdven-

turesofTomSawyer(1876)に おい て も,実 現 され 得 なか った 。Twain

が 理 想 とす る語 りは,学 校教 育 とは無 縁 で あ るが,生 活 の知 恵 に富 み,自

由を 希求 し,時 に嘘 をつ きなが ら も,ポ ー カー ・フェー スで気 ま まに語 る

少 年 ハ ックの登 場 を も って,始 め て実現 した ので あ る。

TheAdventuresofHuckleberryFinn(1885)の 中 で極 め て重 要 な地

位 を 占め る こ とば につ い て,Twainは 冒頭 のexplanatoryで 注 意 を 促 し

て い る。 これ は,読 者 に対 す る説 明 とい うよ りも,長 い 間 自分 自身 に 課 し

て いた・ 語 りの文 学,話 しこ とば に よる文学 の実 現 へ の挑 戦 とも,ま た そ

れ を成 し遂 げ た とい う宣言 と も受 け とれ る こ とば で あ る。

Inthisbookanumberofdialectsareused
,towit二the

Missourenegrodialect;theextremestformofthebackwoods

Southwesterndialect;theordinary"PikeCounty"dialect;

andfourmodifiedvarietiesofthislast.Theshadingshave

notbeendoneinahaphazardfashion,orbyguesswork;but

painstakingly,andwiththetrustworthyguidanceandsupport

ofpersonalfamiliaritywiththeseseveralformsofspeech .

makethisexplanationforthereasonthatwithoutit

manyreaderswouldsupposethatallthesecharacterswere

tryingtotalkalikeandnotsucceeding.29)

こ こで い うdialectと は,も ち ろん単 な る地 方方 言 や 階級 方 言 で は な く,

生 きた 語 りを 導 くた め の こ とば の全 ての要 素phoneticmisspelling,

口謁 リズ ム,語 彙 等 を総 括 的 に と らえた もの で あ ろ う。そ して冒頭

の一 部 を とった だけ で も,彼 の創 作態 度 や 意志 が 十分 に 反映 してい る こ と

が わ か る。

Nowthewaythatthebookwindsupisthis:Tomand

mefoundthemoneythattherobbershidinthecave
,andit

madeusrich.Wegotsixthousanddollarsapiece‐allgold .

Itwasanawfulsightofmoneywhenitwaspiledup.Well ,
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JudgeThatcherhetookitandputitoutatinterest,andit

fetchedusadollaradayapiecealltheyearround-more

thanabodycouldtellwhattodowith.TheWidowDouglas

shetookmeforherson,andallowedshewouldcivilizeme;

butitwasroughdivinginthehouseallthetiime,considering

howdismalregularanddecentthewidowwasinallher

ways;andsowhenIcouldn'tstanditnolongerIlitout.

Igotintomyoidragsandmysugar-hogsheadagain,and

wasfreeandsatisfied.ButTomSawyerhehuntedmeup

andsaidhewasgoingtostartabandofrobbers,andI

mightjoinifIwouldgobacktothewidowandberespectable.

SoIwentback.28)

単 音 節 の 語 の 繰 り返 し,単 文 の 繰 り返 し。"JudgeThatcherhe… ・"

とい った 冗 慢 さを 出 す た め の 代 名 詞 の 利 用 。"sivilise"と い うphonetic

misspellingの 工 夫 。 こ う した 様 々 な 要 素 が 重 な り合 って,自 然 で生 ぎ生

き と した ハ ヅ クの 語 り口,こ とぽ が 生 ま れ た の で あ る 。 い わ ぽ,Twainの

内 な る 声 が 求 め 続 け て きた 全 て を 語 り得 る こ とぽ 語 りと文 学 と人 間 と

が 一 体 化 した こ とば が 誕 生 した の で あ る 。

Hemingwayが,TheAdventuresOf」 磁6々1θ 加77ッ 」Finnは,ア メ リ

カ文 学 の 源 で あ る と語 る 時,彼 の 関 心 はTwainの 文 体Sこ とば の上 に あ

った 。 ハ ヅ ク少 年 の 語 りの こ とぽ は,確 か に そ の 後 の ア メ リ カ文 学 の 根 源

で あ り,始 ま りで もあ った 。 しか しそ れ と同 時 に,19世 紀 の ユ ー モ リス

トた ち が 追 い 求 め た 語 りと ユ ー モ ア と書 き こ とば の 融 合 と い う観 点 に 立 つ

と,そ の達 成 され た もの と して,TheAdventuresofHuckleberry・F吻 π

を 捉}る こ とが 可 能 で あ る 。 そ の 意 味 で,ユ ー モ リス トた ち の 妙 な 綴 字

phon.eticmisspellingへ の 傾 倒 は,ア メ リカ文 学 独 得 の 語 りを生 む た め の ・

土 台 作 りを 果 た した とい え る だ ろ う。
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